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いわき市施設マネジメント課
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いわき市の公共施設等の「どうする？」「どうなる？」をお伝えする

↓ バックナンバー ↓

人口あたりの
施設量が
極めて多い
（62中核市中７番目）

事後保全型の
維持管理で

（相当の不具合が生じてから対応）

劣化・損傷が
大きく進行

2022年９月下旬頃 次号発行予定！ … 次号以降、このルール👆を１つずつ解説します

❶旧耐震基準の建物は、新築・改築する場合と比較し財政上の優位性に
乏しいことから、原則、長寿命化の対象外
（改修や大規模な修繕を要する状態のものは廃止相当とし、安全第一で

すみやかに供用を終了する）

❸ 方向性を「あり方見直し」と整理した施設は、縮減を念頭に、
いつまでに・どのように縮減を図るか早急に整理

❹ 200㎡未満の小規模な建物は事後保全

❽ 検討の結果、施設という形で必ず維持すべき行政サービス・機能に

ついては、時代に応じた需要や必要性を見極めながら、
サービス・機能を強化

❼ 検討の結果、施設という形で必ず維持すべき行政サービス・機能は、

新築・改築時、原則として、複数の行政サービス・機能を
集約・複合化

❺民間が担いうる機能は、原則、民間活力を活用

❻ 先進技術を活用し、施設という形に囚われず行政サービス・
機能のあり方を検討

❷ 主たる建物が旧耐震基準に該当する施設は、施設の方向性を
「あり方見直し」と整理

公共施設等の維持管理・新築・改築のルール

すべては持続可能で暮らしやすいまちづくりのために！
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安全確保

何よりも安全確保が第一
古い施設から見直し

建物と機能を切り分けて
身の丈に合うよう見直し

今の時代やﾆｰｽﾞに応じた
ｻｰﾋﾞｽ・機能のあり方へｼﾌﾄ


